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補 助 事 業 名 2024年度 ICT社会における安全安心確保に関する補助事業 

補助事業者名 一般社団法人日本教育情報化振興会 

 

１ 補助事業の概要 

（1）事業の目的 

教育現場のICT安全安心対策研究実施のため2つのWGを設け、「情報モラル指導充実の

ためのWG」「情報活用能力（コミュニケーション力）育成WG」を二本柱として活動する。 

① 情報モラル指導充実のためのWG 

・専門家、有識者約9名からなる委員会の設置 

・教育委員会等の要望に添った情報モラルセミナーの開催、研修テキストの作成実施 

・「GIGAスクール構想」の1人1台PC環境と新学習指導要領に合わせた新規教材の作成 

新規動画10本・既存動画改版3本等、委員がそれぞれシナリオを作成し教材開発を

実施 

・2024年度は広域の地域セミナーの企画を行い、滋賀県3市（長浜市、米原市、彦根

市）合同の大規模セミナーを実施 

② 情報活用能力（コミュニケーション力）育成WG 

・専門家、有識者15名からなる委員会の設置 

・コミュニケーション力育成のための研修は、次の形式で開催した。 

- 研修は大規模なイベント（関西教育ICT展・JAET全国大会東京都港区大会・教育

DX推進フォーラム）や東日本地区の宮城県と西日本地区の富山県の教育委員会、

大学、協賛企業等とタイアップして、教員に招集をかけ参加を募集 

・本事業で開発した「情報活用能力ベーシック」を全国の教育関係者に普及啓蒙する

ために、「情報活用能力ベーシック」を理解／習得する校内研修のメニュー／パッ

ケージを開発した。 

 

（2）実施内容 

教育現場のICT安全安心対策検討委員会にそれぞれのワーキンググループ長を委員と

した委員会を置き、そこに下記の2つのワーキンググループを設置し、それぞれの研究

方法によりICTの安全安心活用について研究を実施している。 

 

①「ネット社会の歩き方」情報モラルセミナー事業 

https://www.japet.or.jp/activities/info-ut-ability-dev/info-moral-seminar/ 

地域の指導的な立場の教員に対し情報モラルが指導できるよう指導者育成を実施。主

に情報モラルやセキュリティに関するセミナーを実施できる指導者を養成している。

その指導教材としてセミナーで使用した教材・情報を提供している。さらに、家庭等で



も「情報モラル」が親子のコミュニケーションの題材となるような新たな事例への対応

を盛り込んだコンテンツ情報等の提供を行っている。 

 

■ネット社会の歩き方教材 

https://www.japet.or.jp/net-walk/ 

 

■情報モラルセミナー風景。 

 

 富田林市教育委員会でのセミナー風景（令和6年7月23日） 

 

 

鹿児島市教育委員会でのセミナー風景（令和 6年 8月 22 日） 

 



 

 

教育DX推進フォーラムの様子（令和7年2月27日） 

 

 

 滋賀県3市（長浜市、米原市、彦根市）合同セミナーの様子（令和7年3月26日） 

 

  



③ 情報活用能力（コミュニケーション力）育成のための事業 

   (https://www.japet.or.jp/info-ut-ability/ 

2020 年度から全面実施された小学校学習指導要領では、情報活用能力が言語能力に

並ぶ「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けられている。また、中央教育審議会

（2016）幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

及び必要な方策等について（答申）において、「情報活用能力とは、世の中の様々な事

象を情報とその結び付きとして捉えて把握し、情報及び情報技術を適切かつ効果的に

活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資

質・能力のこと」としている。そして、情報活用能力の重要性が最初に指摘されてから、

すでに 30 年以上経過しているが、教員の認知度は決して高いとはいえない状況である。 

そのために、これからの「情報活用能力（コミュニケーション力）育成」を、学習活

動の中にどのように取り込んでいくかを紹介するセミナーを企画し、全国で実施した。

今年度は、全国7地域（大阪、北海道、岡山、東京、宮城、富山、那覇）で模擬授業形

式およびパネルディスカッション形式のセミナーを開催した。 

関西教育ICT展内セミナー（インテックス大阪）の様子（令和6年7月25日） 

JAFT東京都港区大会内ワークショップ（港区立赤坂中学校）の様子 

（令和6年10月28日） 

 



２ 予想される事業実施効果 

昨今のスマートフォンやのゲーム機、音楽プレイヤー等の普及、また国の「GIGAスクー

ル構想」による児童生徒1人1台のPCの普及により、いつでもどこでもインターネットを利

用できる環境が、学校現場にも急速に拡大した。この急激な変化により、児童・生徒がSNS

や無料ゲームなどのコミュニティサイトで犯罪などに巻き込まれる事例も発生している。

また、ネット上で子供達同士が誹謗中傷の発信を行うなど、コミュニケーション不足から

のいじめが行われ、実際に痛ましい事件も発生している。 

日本教育情報化振興会では、児童・生徒の安全安心を願い「教育現場のICT安全・安心

対策事業」を展開している、この活動は広く公開されているため、教育界だけではなく、

保護者への啓発としても有効であり、地域、家庭での安心安全への意識を高めることがで

きる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（1）補助事業により作成したもの 

①教育現場のICT安全安心対策事業実施報告書 

https://www.japet.or.jp/activities/info-ut-ability-dev/ 

表紙              目次 

 

SDGs、地球環境保護の観点から、冊子での配布をやめ、WebサイトでのPDFデータ提

供に変更した。全国の自治体に対しての案内として、当会の会報送付時（令和7年春

号）に「教育現場のICT安全安心対策事業実施報告書」PDFのQRコードを同封して広報

活動を実施した。 

 



② ネット社会の歩き方情報モラル教材 

2024年度新規開発した教材概要は次の通り 

https://www.japet.or.jp/net-walk/anime/index.html 

 

●新規学習ユニット10テーマ 

(1) 新規学習ユニット 10テーマ＋改変 3テーマ 
アニメーションで様々な事象を確認しながら、情報モラルについて学習できるように 

なっている。 

① 信頼できる人だったのに 

 ＜校種＞小中高 

 ＜教科＞ 

学級活動 

＜学習内容＞ 

SNSなどを通じて性的な目的を隠して子どもに近づき、信頼関係を築いた上で性

的な行為をしようとすることを、「性的グルーミング」と言う。そのような被害

に遭わないようにどうすれば良いのかを考える。 

 

② 電子メールってどう書くの？ 

＜校種＞ 小中 

 ＜教科＞ 

総合的な学習の時間、特別活動 

＜学習内容＞ 
工場見学の依頼からお礼を例に電子メールを出すときの基本的なルールについ

て考えていく。 

 

③ クラウドの落とし穴 

 ＜校種＞ 小中高 

 ＜教科＞ 

技術・家庭科，情報科，学級活動，道徳， 

総合的な学習の時間 

＜学習内容＞ 

学習でのクラウド利用が日常的になりつつある。クラウドの特性を知り、安心安

全な使い方について学ぶ。 

 



④ その情報、本当に大丈夫？ 

＜校種＞小中・保護者 

 ＜教科＞ 

  社会科、学級活動、技術・家庭科（技術分野）、   

  総合的な学習の時間、各教科等 
＜学習内容＞  
 災害発生時に，誤った情報やデマに翻弄さ

れずに情報を正しく判断する方法について考えていく。 

 

⑤ 好奇心を刺激する情報に注意！  

＜校種＞中高 

 ＜教科＞ 

  社会、公民、学級活動、総合的な学習の時間 

＜学習内容＞ 

        「好奇心を刺激するような情報」の問題点とその   

情報との向き合い方について考える。 

 

⑥ 多数決って万能？ 

＜校種＞小中高 

 ＜教科＞ 

特別活動・総合 

＜学習内容＞ 

物事を決める時は、少数意見も尊重し、譲

り合いながら話し合っていくことの大切

さについて考える。 

 

⑦ 著作物のフェアユース（公正な利用）    

＜校種＞ 小中高 

＜教科＞ 

ホームルーム，図工，美術，音楽，国語，道

徳，総合的な学習（探究）の時間，情報 

＜学習内容＞ 

著作権法は作者の権利を守るものですが、作者の権利を侵害しない公正な使い

方を決めたフェアユースというルールについて考えていく 。 

 



⑧ 「使い捨て」にされる闇バイトの罠 

＜校種＞中高 

＜教科＞ 

学級活動，総合的な学習の時間 

＜学習内容＞ 

若年層の闇バイトへの関連のニュースが

後を絶たない。闇バイトや犯罪募集から抜

け出せなくならないように、どのように見分けるポイントがあるのかを考える。 

 

⑨ ポイ活って稼げるの？ 

＜校種＞中高 

 ＜教科＞ 

学級活動 

＜学習内容＞ 

ポイ活には，気軽にポイントが稼げると

いうメリットがある反面、さまざまな問題点もあります。ポイ活を始める場合に

注意することについて考えていきます。 

 

⑩ 隠れた広告に気を付けて 

＜校種＞小中高 

 ＜教科＞ 

ホームルーム，道徳，総合的な（探究的な）学習 

の時間，家庭科，社会科，情報科 

＜学習内容＞ 

偽公式サイトに騙されて、商品を購入してしまわないようにする方法を一緒に

調べ、考えていく。 

  



＜改変3テーマ＞ 

⑪ マナーモード？それとも電源オフ？ 

＜校種＞中高 

＜教科＞ 

技術家庭・家庭 

＜学習内容＞ 

携帯電話の基本的なマナーを知る。

  

 

⑫ ケータイのコミュニティは慎重に  

＜校種＞中 

 ＜教科＞ 

技術家庭 

＜学習内容＞ 

携帯電話では，URLが表示されない，リン

クをたどるうちに，別のサイトに移動し

たことに築かない，サイトを確認することが大事なことを知る。 

 

⑬ 書き込みはリアル？         

＜校種＞中高 

 ＜教科＞ 

技術家庭・情報 

＜学習内容＞ 

毎日のリアルへの書き込みから，個人情

報が特定されることがあることを知る。 

  



 

 ●授業実践動画 

    アニメーション動画を使った授業実践例について 

   動画を2本作成。※実際の授業風景動画 

① 小学校高学年編 

＜使用教材＞ 

「生成AIって万能？」「AIが生み出すニセ情報」を使用した 

授業展開事例 

②  中学・高校編 

＜使用教材＞ 

「うまい話は危険！闇バイトの罠」を使用した 

授業展開事例 

●教材カタログ 

  「ネット社会の歩き方」の各教材を紹介するために総合カタログを作成。 

 本カタログにより、広く教材の認知度を上げ、学校での活用につなげる。 

 
  



③情報活用能力育成のための指導資料の作成 

  2024年度新規開発した校内研修パッケージ概要は次の通り 

     https://www.japet.or.jp/info-ut-ability/ 

 

●「情報活用能力ベーシックを活用！情報活用能力を育む授業づくりを実現する 

校内研修パッケージ」 

2020 年度に、学習プロセスに情報活用能力を位置づけた指導指標である「情報活用能

力ベーシック（小学校）」を開発し、2021 年度は「情報活用能力ベーシック（小学校）」を

活用した「情報活用能力を育む授業づくりガイドブック(小学校編)」を制作した。2022年

度は「情報活用能力を育む授業づくりガイドブック(中学校編)」を制作した。 

 2023 年度は、情報活用能力ベーシックを活用した実践事例を、単元という形でまとめ、

学校現場の先生方に、より授業の実践内容が伝わるように製作した。 

 そして 2024 年度は、「情報活用能力ベーシックを活用した校内研修パッケージ」を開発

し、その紹介パンフレットを制作した。 

以下 5 つのツールをこれまでに整備することができた。 

（1）情報活用能力ベーシックのこれまで 

（2）広がる情報活用能力ベーシックの活用 

（3）実践事例の歩き方～事例の見方・使い方 

（4）小学校実践事例 6事例、中学校実践事例 3事例 

（5）「情報活用能力ベーシックを活用した校内研修パッケージ」 



（1）校内研修発ケージの構成 1 

      

  



（2）校内研修発ケージの構成 2 

 

  



（3）既刊 授業づくりに役立つ資料 

 

 

 



 ●ビデオ制作 

「情報活用能力ベーシック」を活用した小学校と中学校の授業実践を撮影し、動画コン

テンツとしてまとめた。 

 全国の多くの先生方に、この実践授業を分かりやすくご視聴いただけるように、各3種

類の動画を制作した。 

 

1)小学校模擬授業 

小学校第6学年 道徳 

「銀のしょく台（「レ・ミゼラブル」より）」 

   ①ショートバーション 

45分の実践授業の概要がわかるように全体をまとめたもの 

② 詳細バージョン 

45分の実践授業を2分割し、先生方に視聴したい部分をわかりやすくまとめたもの 

   ③授業指導者と授業実践者のインタビュー 



 2)中学校模擬授業 

中等教育学校2年（中学校第2学年） 探究科 

   ①ショートバーション 

50分の実践授業の概要がわかるように全体をまとめたもの 

②詳細バージョン 

50分の実践授業を流れや生徒の様子がわかるようにまとめたもの 

③ 授業指導者と授業実践者のインタビュー 

 



（2）（1）以外で当事業において作成したもの 

特になし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般社団法人日本教育情報化振興会 

（イッパンシャダンホウジンニホンキョウイクジョウホウカシンコウカイ） 

住  所： 〒105-0001(半角) 

東京都港区虎ノ門2-10-1 虎ノ門ツインビルディング 1階 

代 表 者： 会長 山西 潤一 （ヤマニシ ジュンイチ） 

担当部署： 調査・研究開発部 （チョウサケンキュウカイハツブ） 

担当者名： プロジェクト担当部長 乃一 志保 （ノイチ シホ） 

電話番号： 03-5575-5365(半角) 

F A X  ： 03-5575-5366(半角) 

E-mail ：  noichi@japet.or.jp 

ＵＲＬ ：  https://www.japet.or.jp/ 

 


